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科学技術情報整備審議会基本方針検討部会（第 1 回） 議事要録 

 

日 時： 

令和 6 年 9 月 27 日（金）午前 10 時～正午 

 

場 所： 

国立国会図書館東京本館総務課第一会議室 

 

出席者： 

基本方針検討部会員 4 名 

野末俊比古部会長、池内有為部会員、生貝直人部会員、大向一輝部会員 

 

館側出席者 10 名 

（幹 事）利用者サービス部長、電子情報部長 

（事務局）利用者サービス部副部長、同部司書監サービス企画課長兼務、同部科学技術・経済課

長、同課課長補佐、電子情報部副部長、同部電子情報企画課長、同課課長補佐 2 名 

 

次 第： 

1. 基本方針検討部会の構成及び運営 

2. 基本方針検討部会における検討について 

 （1）第五期国立国会図書館科学技術情報整備基本計画の進捗状況について 

 （2）基本方針検討部会での検討事項及び今後の進め方について 

 （3）討議 

3. その他 

 

配付資料： 

（資料 1）科学技術情報整備審議会基本方針検討部会関係者名簿 

（資料 2）基本方針検討部会の運営について（案） 

（資料 3-1）第五期国立国会図書館科学技術情報整備基本計画の進捗報告 

（資料 3-2）第五期国立国会図書館科学技術情報整備基本計画の進捗報告（参考資料） 

（資料 4）基本方針検討部会テーマについて 

（資料 5）第 14 回～第 17 回科学技術情報整備審議会の主な意見 

（資料 6）科学技術情報整備等に係る有識者ヒアリングで示された主な意見等 

（資料 7）基本方針検討部会のスケジュール 

（参考資料 1）科学技術情報整備審議会規則 

（参考資料 2）科学技術情報整備審議会議事規則 

（参考資料 3）第五期国立国会図書館科学技術情報整備基本計画策定に向けての提言―「人と

機械が読む時代」の知識基盤の確立に向けて―（令和 3 年 1 月 13 日 科学技術

情報整備審議会） 

（参考資料 4）第五期国立国会図書館科学技術情報整備基本計画 
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議事概要： 

 

1. 基本方針検討部会の構成及び運営 

 資料 1 と資料 2 について、事務局から説明を行った。 

 議事は非公開とするものの、開催日時、場所、出席者、議題、議事概要を記載した議事要録

を提言案策定後に国立国会図書館（以下「NDL」）のホームページで公開することが決定された。 

 

2. 基本方針検討部会における検討について 

 資料 3 と資料 4 について事務局から説明し、それぞれの質疑応答がなされた後、資料 4 で事

務局が示した「今後の当館の取組に係る基本的な考え方と検討の方向性（案）」を踏まえ、今後

の NDL の役割とサービスの在り方等について、総論的な議論を行った。主な発言は次のとお

りである。 

 

○今後の NDL の取組に係る基本的な考え方と検討の方向性 

・NDL が持つ情報資源の量は他機関と比べて突出しているため、既に他機関が取り組んでいる

領域であっても、その支援にとどまらず、NDL は関係者間調整や方向性の検討等にも関与す

べきである。 

・生成 AI によって、一人の人間の認知を超えた情報集合体をどう扱うか、使っていくのかが

課題となっている。その議論に、大量の情報を有する NDL も参加していかなければならない

のではないか。 

・第五期国立国会図書館科学技術情報整備基本計画策定に向けての提言は、「人と機械が読む

時代」としていたが、生成 AI の登場により「人と機械が書く時代」に移行した。 

 

○対象となるユーザに関する議論 

・特定のユーザやコミュニティを想定した議論も必要だが、海外の人も含めた全ての人を対象

にするという視点は外すべきではない。 

・一人のユーザが一つのコミュニティに属するわけではない。また、あるコミュニティでは専

門家であっても、別のコミュニティではそうではないことも普通である。 

・ヤマイヌの一種として国立科学博物館に保管されていた剥製がニホンオオカミであることを

小学生が発見し、その後、論文を発表した。近い将来に利用者となる 18 歳未満の人も対象と

するユーザに含めるべきではないか。現在の学術情報流通の仕組みから弾かれているユーザ

への目配りも必要である。 

・在野の研究者への目配りも大事だが、一口に在野の研究者と言っても、分野などは多岐にわ

たっており、各々の情報探索行動も異なるので、もう少し細かい分析が必要ではないか。 

・企業やシンクタンクなどに NDL の資源を使ってもらう、知ってもらうことも大事である。そ

の実現のためには、NDL のサービスを各主体の知的生産活動の過程の中にどう位置付ける

かが重要となる。 

・ユーザの切り口として、ファクトチェッカーや報道関係者も考えられるのではないか。 

・高齢者層への対応が問題になることも多いが、問題の本質は、ICT などのデジタルとの距離。 

・デジタルネイティブ世代は、犯人を知ってから推理小説を読むなど、タイムパフォーマンス

重視で効率的な利用を好む傾向がある。ビジュアルコミュニケーションとつないで効率的な
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利用に導く必要がある。 

 

○NDL が取り組むべき情報リテラシーの向上支援 

・知らないことを知りたい場合と、知っていることを確認したい場合で、情報探索行動は異な

る。それぞれのタスクに合わせたサービスを設計していく必要がある。 

・NDL が提供するサービスを知らない人も多い。NDL の情報基盤への導線を増やして使って

もらうようにすることが、情報探索行動の植付けになる。 

・学校教育における NDL のサービスの利活用を推進することが、18 歳未満の人に対する情報

リテラシーの向上支援につながるのではないか。CiNii は高校生にも使われている。 

・Google 検索で上位表示された情報のみ参照してしまうことに慣れて、OPAC でも出版年順の

上位に表示される古い資料を選んで読んでしまうなど、同様の振る舞いをしてしまう人もい

る。情報の出会い方に左右されてしまうという現状を踏まえて、提供側がどうデザインして

いくかが課題なのではないか。 

 

3. その他 

第 2 回基本方針検討部会で、生貝部会員から総務省の「デジタル空間における情報流通の健

全性確保の在り方に関する検討会」のとりまとめについて話題提供を行うこととなった。 


